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夏季東京都心に おけるエ ア ロ ゾル 光学特性と化学特性の 同時観測
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1．は じめに

大気 エ ア ロ ゾル に よる光の 散乱や 吸収は 、 放射収

支の 決定に重 要 な役割を果た しているため 、そ の

光学 特性 （消散 ・散乱 ・吸収 ）の 詳細 な理 解が 重要

で ある。大気 エ ア ロ ゾル の 光学的性質は 、その 組

成や 粒径 、形 状、混合状態により大き〈変化 する。

そこ で 、本研究で は 、夏季の 東京 都心 にお ける光

学特性の 特徴に つ い て 調べ 、化学組成との 関係に

つ い て 調 べ た。

2．観測の 概要

観測 は、2008 年 7／31−8128に 東京大学本郷キャ ン

パ ス にお い て 行 っ た。エ ア ロ ゾルの光 学 特性 は、消

散係数をキャビテ ィリン グダウン装置（CRDS ）（自

作 ， 355，
532nm ）、散乱係数をネフェ ロ メータ（TSI

社、450， 550，700nm）、吸収係 数を光音響分光装

置 （PASS ）（Droplet　Measurement 　Technologies

社，532nm ）および PSAP （Radiance 　Research 社，

462，526，　650　nm ）で計測した 。 また 、エ ア ロ ゾル 組

成を TOF −AMS （Aerodyne 社 ）およびエ ア ロ ゾ ル 個

別粒子 質量分析計（自作）で 、元素状炭素（EC ）およ

び有機 炭素 （OC ＞をカ
ーボン ア ナ ラ イザ （Sunset

Laboratory社）で 計 測 した 。 得られた消 散、散乱、

吸収の 各係数の 測 定結果を用 い て、エ ア ロ ゾル の

光学 特性 パ ラメータである単
一散乱ア ル ベ ド（SSA ）

およびオングス トロ ー厶 指数（δ）を導 出し、 これ らの

パ ラメータに 注 目して考察した 。

3．結果と考察

第一に 、CRDS および PASS で 測定した消散およ

び吸収係数から、532nm における SSA を導出し

た。その結果、消散係数が大きい 時には、SSA が

1 に近 づき 、 非吸収 性の エ ァ ロ ゾル が卓越すること

が判 明した 。 また、AMS で計測した Sulfateの 重量

分 率が大きい ときにも、同様に SSA が 1 に近づぐこ

とから、消散係数が大き い 時には Sulfateが SSA

に 大きく寄与して い るこ とが示 唆された。一方、消

散係数が小 さい 時や 、AMS で 計測 した Organics

の 重量分率が 大きい ときに は 、SSA が最小 で 0．5

程度まで 小 さくなる こと があっ た 。 カーボ ン ア ナ ライ

ザで計測した OC と EC の 時間変動には相関が見

られることから、消散係数の 小さい 条件下 で 、 EC

の SSA へ の 寄与が大きくなり、SSA が低 下するこ

とがあると考えられ る 。

　第二 に 、CRDS 、TSI 社ネフ ェ ロ メータで得られた

各波 長の 消 散お よび散乱係 数から、　355−532nm

間 に 対 す る消 散 、散 乱 の オ ン グス トロ
ー

厶 指 数

伯（ex ）および δ（sc ））を導 出した 。
エ ア ロ ゾル による

吸収 が無視できる場合、a（ex）と a（sc ）は
一致する

はずで あるが 、観測結果には 、ti（ex ｝が 合（sc）に比

べ て 大きくなる期 間が 存在するこ とが わ か っ た。

460nm 以 上 の 3波長 PSAP に より測定した吸収の

オングス トロ
ー厶 指数 含（ab ）は 1 程度と小 さく、この

差を説 明す るこ とができな い こ とから、460nm 以下

の 短波 長領域 に大きな吸収 を持 つ エ ア ロ ゾル の 存

在が考えられる 。 a（ex ）とa（sc ）の 差と、 AMS で 測定

した Organicsを比較したところ、両者には よい正 の

相関が 見られ るこ とが わか っ た 。 こ の こ とか ら 、 短

波 長 領 域 に 大 きな 吸 収 を持 つ 有 機 エ ア ロ ゾ

ル
”Brown　 Carbon”

が、消散係 数のオ ン グス トロ
ー

厶指数に影響を与えて いる可能性が示 唆された 。
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